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-最適化モデルとその周辺・

-第12回

日時:平成 5 年 8 月 6 日(金) 14:30-17:00 

出席者: 15名

場所:福井大学教育学部小会議室

テーマと講師: (1) 1"問題の階層構造図を活用した代替

案評価支援モデルとその活用」竹村 哲(金沢星陵

女子短期大学)

2 つの特徴(1)改善の評価がはっきりしている (2) 評

価主体が満足いくまで，容易にフィードパックできる

ように，マルチウインドウ型メニュー化システムとし

ている，共有する 2 つの代替案順位づけ支援システム

がどう評価に影響を及ぼすかについて比較検討し，さ

らに支援の有効性について考察した.橋梁の安全性評

価問題を取り上げ 1 人の専門家がそれぞれのシステ

ムを運用し求めた結果をもとに，各システムのもつ支

援の有効性について検討を行なった.

(2) r ファジイ測度を利用した回帰分析」高萩栄一郎(専

修大学商学部)

ファジイ測度とショッケ積分を用いて，回帰分析の

係数推定を行なった.このことにより，説明変数関に

相互作用があるものを分析できる.回帰係数をファジ

イ測度，説明変数の値を関数の値と見立て，被説明変

数の値の推定を積分値と定数項の和と考えた.これに

より，回帰係数の同定は，ファジイ測度の同定となる.

最小 2 乗法と同様に，被説明変数の観測値と推定値の

差の 2 乗の和を最小にするようにファジイ測度を同定

した.また，相互作用の度合を表わす指標を定義した.

さらに，数値例を示した.

@システムモデリング手法とその活用・

.第12回

日時:平成 5 年 8 月 28 日(土) 14:00-17:00 

出席者: 12名

場所:九州大学経済学部 2 階207中会議室
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テーマと講師: (1) 1"データベースの設計理論J 古川哲

也(九州大学大型計算機センター) 関係データベー

スを中心としてモデル理論を用いて最適なデータ

ベース設計理論について論じた.

(2) r双線形時系列モデルの固定」中村博和(佐賀大学

経済学部)

双線形時系列モデルによる解析方法と解析手順につ

いて整理しプログラム作成への可能'性を示した.

・第13回

日時:平成 5 年 9 月 18 日(土) 14:00-17:00 

参加者: 13名

場所:九州大学経済学部 2 階207会議室

テーマと講師: (1) 1"出生率について」大内 修(九州

大学経済学部)

日本と先進国の出生率変化とそのモデル化について

論じ生命保険業務との関わりを解析した.

(2) 1"時間概念を取り入れたファジイ推論法とシステム

モデリング」前田 博(九州工業大学工学部情報工

学科)

従来のファジイ推論法に時間概念を加えたケースに

ついて論じると共に多段推論の収束について解析した.

.データ解析とORe

.第 5 回

日時:平成 5 年10月 30 日(土) 14:30-16:30 

出席者: 14名

場所:万代市民会館(新潟市)

テーマと講師: r非線形計画問題に対する近似解につ

いて」横山一憲(新潟中央短期大学)

非線形計画問題に対する最適解は，一般にその存在

が保証きれていない.存在を保証するためには，コン

パクト性などの条件が必要である.そこで，コンパク

ト牲の仮定なしにその存在が保証きれ，計算誤差も含

んだ近似解が考えられる.その近似解について，例を

挙げながら説明がなされた.

-数理計画法・

日時.平成 5 年11月 20 日(土) 14:00-17:00 

出席者: 23名

場所.統計数理研究所

テーマと講師: (1) r制御不能流と輯鞍・渋滞について

の試論」伊理正夫(中央大学)

従来の最大流問題て"は決定に従って流れを制御でき

(49) 117 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



偶数月 18 日発売/定価 930 円

冷|ダウンサイジング時代の

ほl データベース
/ダウンサイジングに合わせて，データベース/
はどのように街築したらよいのか.
新連載:人工生命と情報処理.

連載: Mac で CLOS， RISC と超高速計算他.

毎月 20日発売/定価 980 円

rz 代数幾何の広がり
広がる代数幾何学 j良川幸彦

放物線，楕円，そして一般の代数多様体へ飯高 茂

代数幾何への招待小林正典/標数pの世界緯 元

符号理論と代数幾何 水野弘文

凸体と代数幾何 小田忠雄

数論と代数幾何 斎藤秀司

数理物理の新展開 桂利行

Gr�ner Basis と代数幾何学 丸山正樹

-・田1mB寝室宮盟国園間園田園・

方程式と自然
1.自然界の基礎方程式

11. 重力場の方程式

III. 波動とソリトンの方程式

IV. 確率過程の方程式

V. 生物・生態系の方程式

.Þ1"~普第中・

数学のための英語案内
野水克己著 A5 ・定価2000円

数学の論文を書くために役立つことがらに重点

をおき，短文の添削など 2 色刷で具体的に解説.

主要目次数学のための英語用法文章添削の

実例パラグラフと序文 高校，大学初年級の

数学数学のための短文集他

定価は税込

サイエンス社
東京都千代田区神田須田町2-4 安部徳ビル
宮 03-3256-1091 振替東京 7-2387 
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るとの前提が仮定きれているが，交通流のように制御

できない流れがいくらも存在する.そこで 2 端子ネッ

トワークの制御不能流を「ソースからシンクへの初等

的有向路にそった流れとそれらの非負線形結合の全

体」と定義する.極大制御不能流て事最小の流量を与え

るものが，ある意味でそのネットワークを最も非効率

に利用した際の流量となり，重要な量であり，パレー

ト最適解の中からある線形関数を最小にする点を見つ

ける問題に帰着きれることが指摘きれた.その他，ボ

トルネックカットなど制御不能流について多くの概念

や問題が提案された.

(2) I A finite improvement algorithm for finding the 

minimum cut and the maximum flow in a netｭ

workJ D. Solow (早稲回大学， Case Western 

Reserve Univ.l 

任意のカットから，カット容量を徐々に小きくしな

がら最小容量カットを得る算法が提案された.算法は，

部分的な最大流問題を解くことによって現在のカット

よりも小さな容量をもっカットを見つけるものである.

@データ解析とORe

.第 6 回

日時:平成 5 年11月 20 日(土) 14:00-16:30 

出席者: 17名

場所:新潟市・ IBMシステムプラザ

テーマと講師: (1) I数理決定とその解についてj 横山

一憲(新潟中央短期大学)

自然科学，社会科学あるいは実務面において適用で

きる，意思決定に関する数値解析的手法について解説

した.

(2) I情報系の人材養成について」石田雅義(新潟ソフ

トウェアセンター)

ソフトウェア技術者の育成と県内産業界の情報化支

援活動を行なうために設立された「株式会社新潟ソフ

トウェアセンター」について，その考え方，事業の進

め方などを中心に発表が行なわれた.

像動的計画法@

日時:平成 5 年11 月 22 日(月) 18:00 -20:00 

場所: EDCビル会議室(JR線中野駅前)

テーマと講師: I動的ファジイ基準モデルJ BD. Liu 

(中国科学院，足利工大)

貯蔵池管理は不確定流入，管理流出のある条件下で

の特別な在庫問題である.この論文では貯蔵池流出管
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理に注目する.多くの場合，貯蔵池管理者は経済的利

益を最大にせず，貯蔵池システムを可能な限り次のよ

うな目的で正常に管理しようとする.すなわち，飲料

水， リクリエイション，漁業，発電，生態系などに対

する要求を満足するようにし，洪水をできる限りきけ

るようにする.

本論文ではDPを用い，貯蔵池管理に対しファジイ基

準モデル (FCM) を示す.このFCMにおいて，満足度

関数が基準関数として採用された.目的は貯蔵池シス

テムを最高可能満足状態にならしめることである.こ

のモテゃルはパラメータがファジイであったり，経済的

利益が推測困難である貯蔵池システムに有用で、ある.

ここではFCMの方程式の単一性と存在の定理と安定

性の定理を論じ，貯蔵池に対する最適政策は有界一定

水準政策であることを示し，最後にケーススタディを

述べた.

eCIM環境下における生産計画とスケジュ

ーリング@

・第17回

日時:平成 5 年11月 25 日(木) 18:30 -20:30 

出席者: 29名

場所:青山学院大学総研ビル 7 階第13会議室

テーマと講師: r制約ベース・スケジューリングシェル

と生産計画への応用」渡辺正信 (NEC)

シェルCOASTOOLの基本構造は，制約言語処理系

と割付け処理系の組合せである.言語が記述とその変

形，割付けが求解とその改良を受け持つ.命IJ約は，緩

和してよいものといけないものとに分けて扱う.緩和

可能な制約にはユーザーが重要度を与える.割付け処

理は初期解を設定する greedyalgorithm と，それを改

良する丘登り法を組み合わせたものを推奨している.

次の点が討論された割付け問題とジョブショップ・

スケジューリングの関わり;制約と目的関数の区別;

制約の重要度と Lagrange乗数の関係;問題の大きき

と求解の難しきの違い.講師に請求すれば資料を送る.

Fax. 044 (856) 2233 E-mail: watanabe@btl. cl. nec. 

co. lp. 

会員富ト報

宮沢光一氏(フエロー，元副会長)平成 6 年 1

月 2 日，すい臓がんのためご逝去されました.享

年77歳.謹んでご冥福をお祈りいたします.

1994 年 2 月号

@システムシミュレーション.

日時:平成 5 年11月 26 日(金) 14:30-16:30 

参加者: 25名

場所:早稲田大学理工学部

テーマと講師・「関西新空港の物流シミュレーション」

尾崎賢二(川崎重工業側産機プラント事業部)

平成 6 年 9 月開港予定で，現在建設中の関西新空港

の国際線の出発旅客のチェックイン荷物と輸出貨物の

物流施設の設計に伴なうシミュレーションが紹介され

た.出発旅客の荷物の搬送システムに関するシミュ

レーションは，旅客の到着分布や旅客あたりの荷物の

個数分布などの情報をもとに，チェックイン・カウン

ターから搬送車 (dolly) 待機場所に至るまでの所要時

間などに関する性能評価が主な狙いであり 1 日 3000

人分のシミュレーションが行なわれる.輸出貨物配送

システムについては，立体倉庫とコンテナへの積載作

業のシミュレーションで，クレーン制御に関する複雑

なロジックを伴なうモデルて"あり，主に搬送系のピー

ク時の能力評価に使われている.両モデルとも，アニ

メーションのデモが行なわれ，また，分散減少法の適

用とその結果が報告された.

@日本の経営・

-第 9 回

日時:平成 5 年12月 4 日(土) 14:00-17:00 

出席者 8 名

場所:東京都勤労福祉会館(中央区新富)

テーマと講師: r平成不況の解消はイノベーションで」

上回亀之助(上回イノベーション研究所・杉野女子大)

バブル崩壊に伴う平成不況はすでに30ヵ月を越しま

した.今まで取られてきた不況対策は主に財政的や経

済的措置が主でしたが，個人や集団の心理の陰欝さを

取り除〈必要があります.それには，知恵とやる気と

アイデアによる朗らかなイノベーションが必要です.

会合記録

12月 1 日(水) 丸の内OR企画委員会 5 名

12月 8 日(水) 機関誌編集委員会 9 名

12月 10 日(金) 表彰委員会 6 名

12月 16 日(木) OR基本課題検討委員会 7 名

12月 27 日(月) 財政問題検討委員会 7 名
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